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精神科作業療法室の活動報告  
京都大学医学部附属病院精神科神経科における作業療法の歩み  
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官2名が相応し，1993年からは作業療法学科2回生の   
評価実習の場としても利用し，夏休みや春休みの学生   
の参加もあり，常時学生の学習の場としても利用して   
きた。OTCは正式に認可されていなかったため，処   
方を介さず自由参加の場の提供を行うことで，病理に   
触れず利用者の言動を自己治癒努力としての対処行動  
（coping）と受け止め，内在する健康な活動欲を満た   
す（引き出す）ことに重きを置いてきた。場を共有し   
ながら，ともに何かをすることが義務づけられていな  
いパラレルな場1）における個人活動を中心とし，参加   
者同士の誘いから始まる自然発生的な活動の場であっ   
た。   
こうしたOTCとは別に，病状により個別に対応が   
必要な患者には，主治医から依頼書を出してもらい，   
個別作業療法も行ってきた。こうした活動を通して，  
教育的効果2、4），臨床的意義5，6），治療効果卜瑚につい   
ての検討も継続して行ってきた。   
2．参加人数   
OTCへの1回の平均参加数を図1に，参加人数  
（1年間に参加した人数：処方を受けている場合であ   
れば在籍した人数）を図2に示す。年ごとに多少の変   
動はあるが，1回平均15～18名の参加があった。年々   
入院の短期化が進み，ほぼ3ケ月以内で退院する人が   
増えたため，OTCの利用も短期化されたが，その分   
多くの人が利用するようになった。外来においては，   
ほぼ決まった人が定期的に参加していることが多く，   
入院中にOTCに参加し，そのまましばらく生活のリ   
ズムをつけるために参加する人と，デイケアのような   
集団の場には参加できず，日中の居場所として利用す   
る人などがOTCの場を利用していた。   
3．参加者層   
思春期の神経症圏内，統合失調症，感情障害，非定   
型精神病，などの患者が利用していた（処方を介さな   
いため，詳細を把握しきれず）。10代後半〝20代の人  
（統合失調症，神経症圏内など）と，50代－60代の人  
（感情障害）が多く利用していた。   
パラレルな場ということもあり，入院外来を問わず   
目的的な活動は十分できないが，何もしないと落ち着   
かないといった人から，作業に依存することで現実と  














精神科作業療法室が開設されるまでの活動   
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大学院生1名も加わり，活動することとなった。  






2）プログラム   
月曜日から金曜日の過5日行っており，個別作業療  
法，個人作業療法，集団作業療法を組み合わせている  
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図2 参加人数（1年間に参加した人数：処方を受けて  
いる場合であれば在籍した人数）   
の関わりを保てている人，自己愛を満たすために作品  
作りに没頭する人たちが参加していた。  
精神科作業療法が認可されてからの活動   

















表1 プログラム  
月   火   水   木   金   
AM  病棟カンファレンス OT  個別OT   
個別  
個別OT   病棟OT（ストレッチG）  病棟OT（スポーツG）   
PM  個人OT（個別OT）  個人OT（個別OT）  個人OT（個別OT）  個人OT（個別OT）   個人OT（個別OT）   
＊個別OTは必要に応じて空いている時間に行っている。  







































（図7）。   














歳となっている。   













図4 1日平均参加人数  ～1週目～2週目～3週目～4週目～2か月～3か月   
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図5 作業療法処方患者数  図7 入院患者の作業療法終了後転帰  
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図8 外来患者の作業療法終了後転  
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ー60－   
腰原菊恵，他：精神科作業療法室の活動報告  
通う場が他にあるため，外来作業療法の処方が出され  
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